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ゆ
り
や
ん
レ
ト
リ
ィ
バ
ァ
と
ミ
ス
・
ワ
カ
ナ 

―
魅
力
的
な
女
性
芸
人
に
つ
い
て
―

古
　
川
　
綾
　
子

一
〇
代
の
頃
に
芝
居
と
コ
ン
ト
や
漫
才
、
落
語
を
好
き
に
な
っ
て
、
公
演
チ
ケ
ッ
ト
や
関
係
す
る
古
書
と
雑

誌
、
Ｃ
Ｄ
に
小
遣
い
と
ア
ル
バ
イ
ト
代
を
費
や
し
た
。
高
校
二
年
の
時
、
こ
ま
つ
座
の
座
付
作
家
・
井
上
ひ
さ

し
先
生
に
フ
ァ
ン
レ
タ
ー
を
出
し
た
ら
、
数
日
後
に
と
て
も
丁
寧
な
返
信
を
頂
戴
し
た
。
芝
居
の
感
想
に
つ
い

て
お
礼
の
言
葉
が
あ
り
、﹁
自
分
よ
り
も
素
晴
ら
し
い
作
家
が
綺
羅
星
の
ご
と
く
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
樋
口

一
葉
、
宮
沢
賢
治
、
太
宰
治
、
室
生
犀
星
⋮
﹂
と
作
家
の
名
前
が
列
挙
し
て
あ
っ
た
。
手
紙
の
最
後
は
、﹁
ど

う
ぞ
た
く
さ
ん
本
を
読
ん
で
く
だ
さ
い
﹂
と
結
ば
れ
て
い
た
。

高
校
卒
業
後
は
働
く
つ
も
り
で
い
た
が
、
書
か
れ
て
あ
っ
た
作
家
の
作
品
を
で
き
れ
ば
全
部
読
ん
で
み
た
い

と
思
い
、
こ
の
こ
と
を
き
っ
か
け
に
進
学
を
決
め
た
。
観
劇
の
た
び
に
フ
ァ
ン
レ
タ
ー
を
書
き
、
何
度
も
返
信

を
い
た
だ
き
、
好
き
な
劇
団
や
芸
人
さ
ん
も
増
え
て
、
ま
す
ま
す
演
劇
や
演
芸
の
魅
力
に
の
め
り
込
ん
で
い
っ

た
。
チ
ケ
ッ
ト
代
の
た
め
の
ア
ル
バ
イ
ト
ば
か
り
し
て
大
学
に
は
あ
ま
り
行
か
な
か
っ
た
が
、
そ
ん
な
生
活
を

も
う
少
し
続
け
た
い
と
い
う
気
楽
な
考
え
か
ら
大
学
院
に
進
み
、
当
時
夢
中
だ
っ
た
桂
米
朝
の
著
作
を
き
っ
か

け
に
上
方
落
語
の
近
代
化
に
関
す
る
修
士
論
文
を
提
出
し
て
、
以
来
二
〇
年
、
上
方
演
芸
・
喜
劇
の
近
現
代
史

を
研
究
テ
ー
マ
に
し
て
き
た
。

い
ま
も
月
に
一
〇
数
回
は
劇
場
や
寄
席
に
足
を
運
ぶ
。
中
川
家
の
漫
才
や
東
京
０
３
の
コ
ン
ト
、
吉
本
新
喜
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劇
と
松
竹
新
喜
劇
、
志
村
け
ん
の
座
長
公
演
、
こ
ま
つ
座
と
大
人
計
画
、
劇
団
☆
新
感
線
、
蜷
川
シ
ェ
ー
ク
ス

ピ
ア
、
そ
し
て
落
語
や
文
楽
、
歌
舞
伎
な
ど
、
毎
週
末
ど
れ
か
の
チ
ケ
ッ
ト
の
先
行
発
売
が
あ
る
た
め
、
土
曜

の
午
前
中
は
な
る
べ
く
仕
事
を
入
れ
ず
、
必
死
に
な
っ
て
チ
ケ
ッ
ト
を
獲
得
し
て
、
無
事
に
確
保
で
き
る
と
無

性
に
嬉
し
く
、
半
年
、
一
年
後
の
公
演
を
心
待
ち
に
し
な
が
ら
生
活
し
て
い
る
。

二
〇
一
九
年
の
私
的
ベ
ス
ト
３
は
、
一
位
・
ゆ
り
や
ん
レ
ト
リ
ィ
バ
ァJA

PA
N

ツ
ア
ー
大
阪
公
演
︵
七
月

一
二
日
な
ん
ば
グ
ラ
ン
ド
花
月
︶、
二
位
・
松
尾
ス
ズ
キ
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
東
京
成
人
演
劇
部vol. 1

﹁
命
、
ギ

ガ
長
ス
﹂
大
阪
公
演
︵
七
月
二
九
日10hall

︶、
三
位
・
ジ
ャ
ル
ジ
ャ
ル
ツ
ア
ー
二
〇
一
九
﹁
元
号
ま
た
い
で

ん
じ
ゃ
ね
え
よ
！
﹂
大
阪
公
演
︵
四
月
三
〇
日
梅
田
芸
術
劇
場
シ
ア
タ
ー
・
ド
ラ
マ
シ
テ
ィ
︶
と
マ
ツ
モ
ト
ク

ラ
ブ
の
初
単
独
ラ
イ
ブ
ツ
ア
ー
﹁
ジ
ャ
ン
ピ
ン
グ
﹂
大
阪
公
演
︵
七
月
七
日SPA

C
E

9

︶。
と
く
に
女
性
芸
人

＂
ゆ
り
や
ん
レ
ト
リ
ィ
バ
ァ
＂
の
二
〇
一
九
年
の
活
躍
は
目
覚
ま
し
く
、
芸
歴
二
〇
年
目
の
友
近
と
の
ユ
ニ
ッ

ト
﹁
ブ
ル
ー
ス
・
シ
ス
タ
ー
ズ
﹂︵
大
阪
公
演
、
一
一
月
一
八
日
森
ノ
宮
ピ
ロ
テ
ィ
ホ
ー
ル
︶
で
も
五
都
市
ツ

ア
ー
を
成
功
さ
せ
て
話
題
を
呼
ん
だ
。

芸
歴
七
年
目
の
ゆ
り
や
ん
レ
ト
リ
ィ
バ
ァ
は
、
芸
人
養
成
所
の
Ｎ
Ｓ
Ｃ
大
阪
校
を
首
席
で
卒
業
後
、
キ
レ
の

あ
る
動
き
を
活
か
し
た
ギ
ャ
グ
と
独
創
的
な
設
定
の
一
人
コ
ン
ト
で
新
境
地
を
切
り
開
い
て
き
た
。
二
〇
一
七

年
二
月
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
上
方
漫
才
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
女
性
ピ
ン
芸
人
初
の
優
勝
者
と
な
り
、
同
年
に
始
ま
っ
た
﹃
女

芸
人N

o. 1

決
定
戦 

Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｗ
﹄
で
も
六
三
六
組
の
頂
点
に
立
っ
て
初
代
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
称
号
を
得
た
。

二
〇
一
九
年
六
月
、
ア
メ
リ
カ
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
番
組
﹃
ア
メ
リ
カ
ズ
・
ゴ
ッ
ト
・
タ
レ
ン
ト
﹄
に
出
演
し

た
際
も
、
奇
抜
な
衣
装
で
得
意
の
ダ
ン
ス
ネ
タ
を
披
露
し
た
だ
け
で
な
く
、
審
査
員
の
質
問
に
英
語
で
ボ
ケ
続

け
て
番
組
を
盛
り
上
げ
た
。

二
〇
年
ほ
ど
前
か
ら
テ
レ
ビ
に
出
演
す
る
女
性
芸
人
は
増
え
る
一
方
だ
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
女
性
タ
レ
ン
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ト
に
転
身
し
て
し
ま
っ
て
、
漫
才
や
コ
ン
ト
な
ど
の
芸
︵
ネ
タ
︶
を
披
露
し
つ
づ
け
る
芸
人
さ
ん
は
、
海
原
や

す
よ
と
も
こ
、
友
近
な
ど
、
ご
く
限
ら
れ
て
い
る
。
ど
ん
な
番
組
で
も
果
敢
に
ボ
ケ
つ
づ
け
て
、
貪
欲
に
笑
い

を
と
り
に
い
く
ゆ
り
や
ん
レ
ト
リ
ィ
バ
ァ
は
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
タ
イ
プ
の
女
性
芸
人
で
あ
り
、
今
後
ま
す
ま

す
目
が
離
せ
な
い
。

芸
風
と
キ
ャ
リ
ア
、
そ
も
そ
も
時
代
が
違
い
す
ぎ
る
の
だ
が
、
独
創
的
な
笑
い
を
生
み
出
し
男
性
芸
人
と
対

等
に
扱
わ
れ
、
人
気
を
競
い
合
っ
た
先
駆
者
と
し
て
、
ま
ず
思
い
浮
か
ぶ
女
性
芸
人
と
い
え
ば
、
漫
才
師
の
ミ

ス
・
ワ
カ
ナ
︵
一
九
一
〇
︱
四
六
︶
で
あ
る
。

一
九
三
〇
年
代
か
ら
四
〇
年
代
に
活
躍
し
た
ミ
ス
・
ワ
カ
ナ
は
、
一
五
歳
で
島
根
か
ら
大
阪
へ
出
て
き
て
河

内
家
小
芳
と
名
乗
り
、
漫
才
の
初
舞
台
を
踏
ん
だ
。
無
声
映
画
の
楽
士
だ
っ
た
後
の
玉
松
一
郎
と
大
恋
愛
の

末
、
一
九
二
八
年
に
結
婚
し
て
、
夫
婦
で
コ
ン
ビ
を
組
み
、
中
国
大
陸
を
含
む
各
地
を
巡
業
し
な
が
ら
漫
才
の

テ
ク
ニ
ッ
ク
を
磨
い
た
。
一
九
三
七
年
に
吉
本
興
行
部
に
ス
カ
ウ
ト
さ
れ
て
、
漫
才
の
本
場
・
大
阪
の
寄
席
に

出
演
す
る
と
、
瞬
く
間
に
売
れ
っ
子
芸
人
の
仲
間
入
り
を
果
た
す
。
一
九
三
六
年
の
吉
本
興
行
部
の
専
属
漫
才

師
は
、
エ
ン
タ
ツ
・
エ
ノ
ス
ケ
、
ア
チ
ャ
コ
・
今
男
、
以
下
七
三
組
で
、
ワ
カ
ナ
・
一
郎
は
七
四
組
目
の
コ
ン

ビ
と
し
て
専
属
契
約
を
結
ん
だ
。
当
初
は
い
わ
ゆ
る
＂
ド
サ
ま
わ
り
＂
の
格
下
芸
人
と
し
て
扱
わ
れ
、
一
組

目
、
二
組
目
に
出
演
す
る
浅
い
出
番
だ
っ
た
が
、
わ
ず
か
二
カ
月
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
数
組
の
漫
才
師
と
同
じ
出

番
が
用
意
さ
れ
る
ほ
ど
、
短
期
間
に
頭
角
を
現
し
た
。

二
人
の
漫
才
の
特
徴
は
、
女
性
上
位
の
ス
タ
イ
ル
と
、
ワ
カ
ナ
の
＂
し
ゃ
べ
く
り
＂
の
テ
ン
ポ
、
さ
ら
に
音

楽
的
要
素
を
ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
込
ん
だ
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
体
格
が
よ
く
お
っ
と
り
し
た
雰
囲
気
の
一
郎
を
、

小
柄
で
可
愛
ら
し
い
ワ
カ
ナ
が
、
上
品
か
ら
下
品
ま
で
様
々
な
言
葉
を
緩
急
自
在
に
操
り
、
圧
倒
的
な
話
芸
で

も
っ
て
や
り
込
め
て
し
ま
う
。
最
初
か
ら
最
後
ま
で
女
性
が
リ
ー
ド
す
る
漫
才
は
、
当
時
の
世
間
一
般
の
男
女
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の
位
置
を
逆
転
さ
せ
た
斬
新
な
も
の
だ
っ
た
。
一
九
三
〇
年
に
エ
ン
タ
ツ
・
ア
チ
ャ
コ
が
考
案
し
た
し
ゃ
べ
く

り
漫
才
の
特
徴
は
、
か
み
合
う
よ
う
で
か
み
合
わ
な
い
、
ボ
ケ
と
ツ
ッ
コ
ミ
の
会
話
の
＂
間ま

＂
の
お
も
し
ろ
さ

に
あ
っ
た
が
、
ワ
カ
ナ
・
一
郎
は
し
ゃ
べ
く
り
漫
才
に
独
自
の
工
夫
を
凝
ら
し
た
。

簡
単
な
読
み
書
き
に
も
不
自
由
し
た
ワ
カ
ナ
だ
が
、
ど
ん
な
音
楽
も
一
度
聴
い
た
だ
け
で
歌
え
る
ほ
ど
に
音

感
が
鋭
く
、
天
性
の
勘
の
よ
さ
に
も
恵
ま
れ
て
い
た
。
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
を
抱
え
て
舞
台
に
立
っ
た
最
初
の
漫

ミス・ワカナと玉松一郎のレコード「漫才 ワカナ放
浪記」歌詞カード（ビクター 1939年）
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才
師
で
あ
る
一
郎
は
、
も
と
も
と
音
楽
家
志
望
で
あ
り
、
チ
ェ
ロ
や
ド
ラ
ム
を
演
奏
す
る
プ
ロ
の
楽
士
だ
っ

た
。
歌
を
う
た
う
漫
才
師
は
い
て
も
多
く
は
音
頭
出
身
で
、
ビ
ブ
ラ
ー
ト
が
か
か
っ
た
音
頭
流
の
歌
い
方
が
一

般
的
だ
っ
た
が
、
一
郎
に
西
洋
式
の
歌
唱
法
を
学
ん
だ
ワ
カ
ナ
は
、
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
の
伴
奏
に
あ
わ
せ
て
歌

謡
曲
か
ら
ジ
ャ
ズ
ま
で
な
ん
で
も
歌
っ
て
み
せ
た
。
ま
た
、
は
じ
め
て
洋
服
を
衣
装
に
し
た
漫
才
師
は
エ
ン
タ

ツ
・
ア
チ
ャ
コ
だ
っ
た
が
、
女
性
漫
才
師
で
は
ワ
カ
ナ
が
一
人
目
で
あ
る
。
ド
レ
ス
の
よ
う
な
舞
台
衣
装
だ
け

で
は
な
く
、
ツ
ー
ピ
ー
ス
な
ど
の
普
通
の
外
出
着
を
お
し
ゃ
れ
に
着
こ
な
し
た
点
も
新
鮮
だ
っ
た
と
い
う
。
ち

な
み
に
ワ
カ
ナ
の
﹁
ミ
ス
﹂
は“m

iss ”

で
は
な
く
、“m

istake ”

か
ら
と
っ
た
シ
ャ
レ
で
あ
る
。

二
人
の
漫
才
は
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
で
残
っ
て
お
り
、
国
会
図
書
館
の
歴
史
的
音
源
︵
国
会
図
書
館
お
よ
び
歴
史

的
音
源
配
信
提
供
参
加
館
館
内
限
定
︶
と
し
て
二
七
タ
イ
ト
ル
公
開
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
三
九
年
封
切

の
主
演
映
画
﹃
お
伊
勢
参
り
﹄︵
新
興
キ
ネ
マ
京
都
／
監
督
森
一
生
／
脚
本
依
田
義
賢
︶
に
も
短
い
と
は
い
え

漫
才
を
演
じ
る
場
面
が
あ
る
。
ワ
カ
ナ
の
考
案
し
た
ギ
ャ
グ
で
い
ま
も
使
わ
れ
て
い
る
も
の
は
数
多
い
が
、
品

の
よ
い
言
葉
づ
か
い
で
話
し
て
い
た
の
が
、
突
如
﹁
え
え
か
げ
ん
に
さ
ら
せ
﹂
と
か
﹁
な
ん
ぬ
か
し
て
け
つ
か

る
﹂
と
、
ガ
ラ
悪
く
一
転
す
る
落
差
ギ
ャ
グ
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
あ
り
、
ミ
ヤ
コ
蝶
々
や
京
唄
子
、
現
在
で
は

吉
本
新
喜
劇
の
未
知
や
す
え
ら
、
女
性
芸
人
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。

伝
説
の
漫
才
師
ミ
ス
・
ワ
カ
ナ
の
波
乱
に
満
ち
た
人
生
は
、
舞
台
﹃
お
も
ろ
い
女
﹄
と
い
う
作
品
に
よ
っ

て
、
あ
る
意
味
い
ま
も
語
り
継
が
れ
て
い
る
。﹃
放
浪
記
﹄
と
並
ぶ
、
名
優
・
森
光
子
の
代
表
作
﹃
お
も
ろ
い

女
﹄
は
、
一
九
七
八
年
の
初
演
か
ら
二
〇
〇
六
年
ま
で
に
森
光
子
の
上
演
は
四
六
三
回
を
数
え
、
二
〇
一
五
年

か
ら
は
藤
山
直
美
の
主
演
で
上
演
さ
れ
て
い
る
。
初
演
の
舞
台
で
は
、
森
光
子
と
芦
屋
雁
之
助
︵
玉
松
一
郎

役
︶
が
同
時
に
文
化
庁
芸
術
祭
大
賞
を
受
賞
し
て
お
り
、
二
〇
〇
四
年
に
は
段
田
安
則
︵
玉
松
一
郎
役
︶
が
菊

田
一
夫
演
劇
賞
、
二
〇
一
八
年
に
文
化
庁
芸
術
祭
大
賞
、
二
〇
一
九
年
に
芸
術
選
奨
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
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す
る
な
ど
、
数
々
の
賞
に
輝
い
て
き
た
作
品
で
あ
る
。

一
九
三
九
年
、
吉
本
興
行
部
か
ら
新
興
キ
ネ
マ
演
芸
部
に
引
き
抜
か
れ
た
直
後
の
ワ
カ
ナ
・
一
郎
と
、
舞
台

で
共
演
し
た
、
当
時
一
九
歳
の
森
光
子
は
、
ワ
カ
ナ
か
ら
﹁
森
み
っ
ち
ゃ
ん
﹂
と
呼
ば
れ
て
可
愛
が
ら
れ
、
主

演
映
画
に
も
声
を
か
け
て
も
ら
っ
た
と
い
う
。
森
光
子
の
自
伝
か
ら
も
、﹁
映
画
を
撮
れ
ば
必
ず
ヒ
ッ
ト
、
舞

台
に
出
れ
ば
ひ
と
月
満
員
で
、
高
座
も
お
客
は
び
っ
し
り
。
三
回
公
演
だ
と
二
回
し
か
出
ず
に
帰
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
内
心
ず
る
い
と
思
う
人
も
い
た
よ
う
で
す
が
、
そ
ん
な
特
別
待
遇
が
認
め
ら
れ
る
ほ
ど
の
大
ス
タ
ー

で
、
ま
わ
り
は
始
終
ぴ
り
ぴ
り
し
て
い
ま
し
た
﹂︵
森
光
子
﹃
人
生
は
ロ
ン
グ
ラ
ン
私
の
履
歴
書
﹄
日
本
経
済

新
聞
出
版
社
・
二
〇
〇
九
年
︶
と
、
ワ
カ
ナ
が
別
格
扱
い
の
ス
タ
ー
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
漫
才
に

つ
い
て
も
、﹁
男
性
優
位
の
世
の
中
で
女
性
上
位
な
の
は
漫
才
く
ら
い
で
し
た
か
ら
、
新
鮮
な
驚
き
で
し
た
﹂、

﹁
毒
舌
の
ワ
カ
ナ
さ
ん
は
誇
り
高
い
天
才
で
し
た
。
私
は
初
め
て
漫
才
の
す
ご
さ
を
知
っ
た
の
で
す
﹂
と
特
筆

し
て
い
る
。

私
が
﹃
お
も
ろ
い
女
﹄
を
は
じ
め
て
観
た
の
は
、
一
九
九
八
年
二
月
の
日
生
劇
場
で
の
公
演
だ
っ
た
。
修
士

課
程
に
在
学
中
の
二
四
歳
の
時
で
、
上
方
漫
才
の
歴
史
に
つ
い
て
書
か
れ
た
本
の
中
で
し
か
知
ら
な
か
っ
た
ミ

ス
・
ワ
カ
ナ
を
、
当
時
七
七
歳
の
森
光
子
の
身
体
を
通
じ
て
知
り
、
芸
人
と
し
て
の
＂
凄
み
︵
迫
力
︶＂
に
圧

倒
さ
れ
た
。
そ
の
後
も
、
二
〇
〇
六
年
四
月
の
森
光
子
の
大
阪
公
演
と
、
藤
山
直
美
に
よ
る
二
〇
一
五
年
六
月

の
東
京
公
演
と
二
〇
一
八
年
一
一
月
の
兵
庫
公
演
を
観
て
き
た
。
実
録
物
の
演
劇
の
魅
力
は
、
モ
デ
ル
の
人
物

と
演
じ
る
俳
優
と
が
、
重
な
り
合
っ
て
み
え
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
戦
後
ま
も
な
く
三
六
歳
の
若
さ
で
急
逝
し
た

ミ
ス
・
ワ
カ
ナ
だ
が
、
二
人
の
名
女
優
に
よ
っ
て
、
上
演
の
た
び
に
現
代
に
よ
み
が
え
り
、
稀
代
の
女
性
芸
人

と
し
て
い
ま
も
輝
き
つ
づ
け
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
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